
前
回
の
「
証
研
レ
ポ
ー
ト
」（
Ｎ
ｏ．

一
六
〇
九
）
は
、
中
国
の
「
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
」（
以
下
「
原

則
」
と
略
称
）
の
前
半
の
部
分
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
中
小
株
主
の
権
利
保
護
や
、
役
員
の
損
害
賠
償
責
任
お
よ
び
上
場
会
社
の

独
立
性
を
強
調
す
る
内
容
を
み
て
き
た
。
今
回
は
、
引
き
続
き
「
原
則
」
の
後
半
の
部
分
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

１
　
取
締
役
と
取
締
役
会

取
締
役
会
は
、「
会
社
法
」
で
は
経
営
の
意
思
決
定
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
、
会
社
の
経
営
計
画
、
投
資
案
お
よ
び
経
営
陣
（
支

配
人
な
ど
の
上
級
管
理
者
）
の
人
事
な
ど
の
重
要
事
項
を
決
定
し
、
株
主
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
一
一
二
条
）。

こ
の
会
社
経
営
の
要
で
あ
る
取
締
役
会
お
よ
び
取
締
役
に
対
し
て
、「
原
則
」
で
は
五
節
を
設
け
て
、
最
も
多
く
の
内
容
を
盛
り
込

ん
で
い
る
（
二
八
条
〜
五
八
条
）。
次
に
、
節
の
順
で
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
取
締
役
の
選
任
手
続

ま
ず
取
締
役
の
選
任
に
つ
い
て
、「
原
則
」
は
、
会
社
定
款
の
中
で
規
範
化
さ
れ
、
か
つ
透
明
な
選
任
手
続
を
規
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
取
締
役
選
任
の
公
開
性
、
公
平
性
、
公
正
性
お
よ
び
独
立
性
を
保
証
す
る
（
二
八
条
）。
ま
た
、
株
主
総
会
の
開
催
前
に
、

会
社
側
は
取
締
役
候
補
者
の
資
料
を
開
示
し
、
株
主
が
候
補
者
の
個
人
資
料
を
十
分
に
認
知
し
た
う
え
で
議
決
権
の
行
使
が
行
わ
れ
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る
（
二
九
条
）。
そ
れ
と
同
時
に
、
取
締
役
候
補
者
は
開
示
し
た
個
人
資
料
の
信
頼
性
お
よ
び
当
選
後
の
取
締
役
職
責
の
履
行
の
約

束
な
ど
を
書
面
に
よ
り
承
諾
す
る
（
三
〇
条
）。

さ
ら
に
、
取
締
役
の
選
任
過
程
に
お
い
て
は
、
中
小
株
主
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
、
株
主
総
会
が
取
締
役
の
選
挙

に
関
し
て
積
極
的
に
累
積
投
票
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
支
配
株
主
の
持
株
比
率
が
三
〇
％
以
上
の
上
場
会
社
は
、
必
ず

累
積
投
票
制
度
を
採
る
必
要
が
あ
る
（
三
一
条
）。

（
２
）
取
締
役
の
義
務

取
締
役
の
義
務
に
つ
い
て
、「
原
則
」
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
は
会
社
お
よ
び
株
主
全
員
の
最
大
利
益

に
基
づ
い
て
、
忠
実
、
誠
実
お
よ
び
精
力
的
に
そ
の
職
責
を
履
行
す
る
義
務
が
あ
る
（
三
三
条
）
が
、
ま
た
十
分
の
時
間
と
精
力
を

確
保
し
、
そ
の
職
責
を
履
行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
三
四
条
）。
そ
し
て
、
取
締
役
は
取
締
役
会
に
出
席
し
、
明
確
な
意
見
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
や
む
を
え
ず
自
ら
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
書
面
に
よ
り
他
の
取
締
役
に
委
託
し
、
代
理
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
委
託
者
自
ら
法
的
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
五
条
）。
そ
の
他
に
、
法
律
や
法
規
お
よ
び
会
社
規
約
の

遵
守
、
承
諾
の
遵
守
お
よ
び
取
締
役
の
権
利
・
義
務
・
責
任
に
関
す
る
知
識
の
学
習
の
規
定
も
あ
る
（
三
六
条
、
三
七
条
）。

但
し
、
取
締
役
の
決
議
が
法
律
や
法
規
お
よ
び
会
社
規
約
に
違
反
し
、
会
社
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
当
該
決
議
に
参
加
し
た
取

締
役
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
決
議
の
際
に
反
対
の
意
見
を
表
明
し
、
か
つ
議
事
録
に
記
載
さ
れ
た
取
締

役
は
、
そ
の
責
任
を
免
除
す
る
（
三
八
条
）。「
会
社
法
」
の
一
一
八
条
は
、「
原
則
」
の
三
八
条
と
同
じ
よ
う
な
規
定
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
強
調
す
る
形
に
な
っ
た
。
ま
た
、
株
主
総
会
の
許
可
を
経
て
、
上
場
会
社
は
取
締
役
の
た
め
に
責
任
保
険
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
取
締
役
が
法
律
や
法
規
お
よ
び
会
社
規
約
に
違
反
し
た
場
合
は
、
責
任
保
険
の
範
囲
外
に
な
る
（
三
九
条
）。
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（
３
）
取
締
役
会
の
構
成
と
職
責

取
締
役
会
の
構
成
に
つ
い
て
、「
会
社
法
」
で
は
、
株
式
会
社
の
取
締
役
が
五
人
か
ら
一
九
人
ま
で
で
構
成
さ
れ
る
と
規
定
し
て

い
る
（
一
一
二
条
）。
本
「
原
則
」
は
、
取
締
役
会
の
人
数
お
よ
び
人
員
構
成
が
関
連
法
規
に
従
い
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
お
よ
び

取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
の
知
織
化
・
専
門
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
四
〇
条
、
四
一
条
）。
そ
し
て
、
取
締
役
会
は
法
律
や
法
規
お
よ

び
会
社
規
約
の
遵
守
を
確
保
し
、
す
べ
て
の
株
主
を
公
平
に
取
り
扱
い
、
株
主
以
外
の
利
害
関
係
者
の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
四
三
条
）。
こ
こ
で
は
、
ス
テ
イ
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
の
う
ち
、
中
小
株
主
お
よ
び
株
主
以
外
の
利
害
関
係
者
に
配
慮
す
る

規
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
取
締
役
会
の
議
事
進
行
規
則

取
締
役
会
の
議
事
進
行
規
則
に
つ
い
て
、「
原
則
」
は
、
会
社
定
款
の
中
で
取
締
役
会
の
議
事
進
行
規
則
を
定
め
る
べ
き
で
、
取

締
役
会
の
効
率
的
な
運
営
お
よ
び
科
学
的
な
意
思
決
定
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
（
四
四
条
）。
ま
た
、
取

締
役
会
の
定
期
会
議
、
臨
時
会
議
、
会
議
資
料
の
提
供
お
よ
び
会
議
記
録
・
署
名
な
ど
に
関
す
る
規
定
も
あ
る
（
四
四
条
〜
四
八
条
）

が
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
近
年
多
く
存
在
し
て
い
た
不
規
則
な
取
締
役
会
の
会
議
を
改
善
す
る
た
め
に
取
っ
た
措
置
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
５
）
社
外
取
締
役
制
度

「
会
社
法
」
で
は
、
社
外
取
締
役
に
関
す
る
規
定
は
一
切
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
八
月
に
、
証
監
会
は
「
上
場
会
社
に
お
け
る

社
外
取
締
役
制
度
の
導
入
に
関
す
る
指
導
的
意
見
」
を
公
布
し
た
（
１
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
六
月
ま
で
に
、
上
場
会
社
の
社
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外
取
締
役
は
少
な
く
と
も
二
名
以
上
置
く
こ
と
、
二
〇
〇
三
年
六
月
ま
で
に
、
社
外
取
締
役
は
三
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

社
外
取
締
役
に
つ
い
て
、「
原
則
」
で
は
、
関
連
規
定
（
以
上
の
「
指
導
的
意
見
」）
に
従
い
、
社
外
取
締
役
制
度
を
導
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
社
外
取
締
役
は
、
招
聘
さ
れ
た
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
主
な
株
主
か
ら
独
立
し
、
上
場
会
社
の
社
外
取
締
役
以

外
の
職
務
を
担
当
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
（
四
九
条
）。
ま
た
、
社
外
取
締
役
は
株
主
に
対
す
る
忠
実
義
務
や
、
中

小
株
主
保
護
お
よ
び
大
株
主
な
ど
か
ら
の
影
響
が
な
い
よ
う
な
規
定
も
盛
り
込
ん
で
い
る
（
五
〇
条
）。

現
状
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
社
外
取
締
役
を
導
入
し
た
上
場
企
業
は
五
六
社
、
全
体
の
四
・
九
二
％
で
、
社
外
取
締
役
数
は

一
〇
三
人
、
全
体
の
〇
・
九
九
％
と
い
う
数
字
が
出
た
（
２
）。

二
〇
〇
一
年
末
に
、
社
外
取
締
役
を
導
入
し
た
上
場
企
業
は
二
七
四
社

（
全
体
の
二
四
・
九
一
％
）、
社
外
取
締
役
数
は
五
一
一
人
で
、
前
年
度
よ
り
大
き
く
増
え
、
近
年
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
社
外

取
締
役
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

し
か
し
、
欧
米
の
社
外
取
締
役
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
は
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問

題
を
解
決
す
る
「
万
能
薬
」
で
は
な
い
と
疑
問
視
す
る
者
も
い
る
（
４
）。

（
６
）
取
締
役
会
の
専
門
委
員
会

「
原
則
」
で
は
、
取
締
役
会
は
経
営
戦
略
、
監
査
、
指
名
、
報
酬
お
よ
び
業
績
評
価
な
ど
の
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
す
べ
て
が
取
締
役
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
専
門
委
員
会
の
う
ち
、
監
査
、
指
名
、
報
酬
お
よ
び
業
績
評
価
委
員
会
の
社
外

取
締
役
は
、
多
数
を
占
め
か
つ
招
集
人
に
な
る
が
、
監
査
委
員
会
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
名
の
社
外
取
締
役
は
会
計
の
専
門
家
で

あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
五
二
条
）。
各
専
門
委
員
会
の
主
な
機
能
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

経
営
戦
略
委
員
会
の
主
な
職
責
は
、
会
社
の
長
期
発
展
戦
略
お
よ
び
重
大
な
投
資
に
関
す
る
意
思
決
定
を
研
究
し
、
同
時
に
そ
れ
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に
関
す
る
建
議
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
（
五
三
条
）。

監
査
委
員
会
の
主
な
職
責
は
、（
一
）
外
部
の
監
査
機
関
の
招
聘
お
よ
び
変
更
を
提
案
す
る
こ
と
、（
二
）
会
社
内
部
の
監
査
制
度

お
よ
び
そ
の
実
施
を
監
督
す
る
こ
と
、（
三
）
内
部
の
会
計
監
査
と
外
部
の
会
計
監
査
と
の
間
の
意
思
疎
通
を
行
う
こ
と
、（
四
）
会

社
の
財
務
情
報
お
よ
び
そ
の
開
示
を
監
査
す
る
こ
と
、（
五
）
会
社
の
内
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
制
度
を
監
査
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
五

四
条
）。

指
名
委
員
会
の
主
な
職
責
は
、（
一
）
取
締
役
お
よ
び
経
営
陣
の
選
任
基
準
と
そ
の
手
続
を
研
究
し
、
同
時
に
建
議
を
提
出
す
る

こ
と
、（
二
）
広
範
に
適
任
の
取
締
役
お
よ
び
経
営
陣
を
探
し
求
め
る
こ
と
、（
三
）
取
締
役
お
よ
び
経
営
陣
の
候
補
者
を
審
査
し
、

同
時
に
建
議
を
提
出
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
五
五
条
）。

報
酬
お
よ
び
業
績
評
価
委
員
会
の
主
な
職
責
は
、（
一
）
取
締
役
お
よ
び
経
営
陣
の
業
績
評
価
基
準
を
研
究
し
、
業
績
評
価
を
行

い
、
同
時
に
建
議
を
提
出
す
る
こ
と
、（
二
）
取
締
役
お
よ
び
上
級
管
理
者
の
報
酬
政
策
お
よ
び
報
酬
案
を
研
究
し
、
そ
れ
を
審
査

す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
五
六
条
）。

ま
た
、
各
専
門
委
員
会
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
会
計
事
務
所
や
弁
護
士
事
務
所
な
ど
の
仲
介
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
関
連
費
用
は
会
社
側
が
負
担
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
五
七
条
）。
そ
の
他
、
一
部
の
地
方
で
は
、
専
門
委
員
会
に

関
す
る
「
実
施
細
則
」
も
公
布
し
て
い
る
（
５
）。

２
　
監
査
役
と
監
査
役
会

（
１
）
監
査
役
会
の
職
責

監
査
役
会
の
職
責
に
つ
い
て
、「
原
則
」
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
場
会
社
の
監
査
役
会
は
、
す
べ
て
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の
株
主
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
会
社
財
務
や
取
締
役
、
支
配
人
お
よ
び
そ
の
他
の
上
級
管
理
者
の
業
務
執
行
の
合
法
性
に
対
し
て

監
督
し
、
会
社
お
よ
び
株
主
の
合
法
的
な
権
利
と
利
益
を
守
る
（
五
九
条
）。
監
査
役
は
、
会
社
状
況
を
知
る
権
利
が
あ
る
が
、
同

時
に
、
相
応
の
秘
密
保
持
の
義
務
も
負
う
。
ま
た
、
監
査
役
会
は
専
門
家
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
、
単
独
で
仲
介
機
関
の
利
用

が
で
き
る
（
六
〇
条
）。
さ
ら
に
、
上
場
会
社
は
、
監
査
役
の
知
る
権
利
を
確
保
し
、
監
査
役
の
職
責
の
履
行
の
た
め
に
協
力
し
、

い
か
な
る
者
も
そ
れ
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
監
査
役
が
職
責
の
履
行
の
た
め
に
発
生
し
た
費
用
は
会
社
が
負
担
す
る
（
六
一
条
）。

そ
の
他
、
監
査
役
会
の
監
査
記
録
お
よ
び
財
務
検
査
な
ど
の
結
果
は
、
取
締
役
、
支
配
人
お
よ
び
そ
の
他
の
上
級
管
理
者
の
業
績
執

行
を
評
価
す
る
重
要
な
根
拠
と
な
る
（
六
二
条
）。
但
し
、
監
査
役
会
は
、
取
締
役
、
支
配
人
お
よ
び
そ
の
他
の
上
級
管
理
者
が
法

律
や
法
規
お
よ
び
会
社
規
約
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
、
取
締
役
会
お
よ
び
株
主
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
証
券
監
督
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
関
連
部
門
に
直
接
に
報
告
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
六
三
条
）。

（
２
）
監
査
役
会
の
構
成
と
議
事
進
行
規
則

監
査
役
会
は
会
社
財
務
や
経
営
者
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
者
が

要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
上
場
企
業
の
監
査
役
会
は
、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
「
飾
り
物
」
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
機
能
を
発

揮
せ
ず
、
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
監
査
役
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
そ
の
学
歴
が
比
較
的
に
低
く
、
専
門
的
な
知
識
を
持
た

な
い
党
幹
部
や
組
合
幹
部
が
多
い
た
め
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
（
６
）。

こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、「
原
則
」
は
、
次
の
よ
う
に

規
定
す
る
。

す
な
わ
ち
、
監
査
役
は
、
法
律
や
会
計
な
ど
の
専
門
的
知
識
ま
た
は
実
務
経
験
の
あ
る
者
が
要
求
さ
れ
る
が
、
監
査
役
会
の
人
員

お
よ
び
そ
の
構
成
は
、
会
社
財
務
や
取
締
役
、
支
配
人
お
よ
び
そ
の
他
の
上
級
管
理
者
を
監
督
で
き
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
（
六
四
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条
）。
そ
し
て
、
会
社
定
款
の
中
に
、
規
範
化
さ
れ
た
監
査
役
会
の
議
事
進
行
規
則
が
必
要
で
、
監
査
役
会
の
会
議
は
そ
の
手
順
に

従
っ
て
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
六
五
条
）。
そ
の
他
に
、
監
査
役
会
の
定
期
会
議
、
臨
時
会
議
、
会
議
記
録
な
ど
に
関
す
る

規
定
も
「
原
則
」
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
（
六
六
条
〜
六
八
条
）。

３
　
業
績
評
価
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
牽
制
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
１
）
取
締
役
、
監
査
役
、
経
営
陣
の
業
績
評
価

取
締
役
、
監
査
役
、
経
営
陣
の
業
績
評
価
に
つ
い
て
、「
原
則
」
で
は
、
ま
ず
上
場
会
社
は
、
取
締
役
、
監
査
役
お
よ
び
経
営
陣

に
対
し
て
、
公
正
か
つ
透
明
な
業
績
評
価
基
準
と
手
続
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
六
九
条
）。
取
締
役
と
経
営
陣
の
業

績
は
、
取
締
役
会
お
よ
び
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
報
酬
お
よ
び
業
績
評
価
委
員
会
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
社
外
取
締
役
お
よ

び
監
査
役
の
業
績
評
価
は
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
を
総
合
し
て
行
わ
れ
る
（
七
〇
条
）。
そ
し
て
、
取
締
役
の
報
酬
お
よ
び
そ
の

決
定
方
法
は
、
取
締
役
会
が
報
酬
案
を
作
成
し
、
株
主
総
会
で
決
定
す
る
。
取
締
役
会
、
ま
た
は
報
酬
お
よ
び
業
績
評
価
委
員
会
が

個
別
の
取
締
役
の
業
績
を
点
検
し
、
そ
の
報
酬
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
当
該
取
締
役
は
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
（
七
一
条
）。
さ

ら
に
、
取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
は
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
職
責
の
履
行
状
況
、
業
績
の
評
価
結
果
お
よ
び
そ
の
報
酬
状
況

を
株
主
総
会
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
を
開
示
す
る
必
要
も
あ
る
（
七
二
条
）。

（
２
）
経
営
陣
の
任
用

支
配
人
な
ど
の
上
級
管
理
者
と
い
っ
た
経
営
陣
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
関
連
法
規
や
会
社
定
款
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
い
か
な
る

組
織
や
個
人
も
経
営
陣
の
任
用
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と
、「
原
則
」
は
ま
ず
規
定
す
る
（
七
三
条
）。
そ
し
て
、
上
場
会
社
は
公
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開
か
つ
透
明
な
方
法
で
国
内
外
か
ら
経
営
陣
を
招
聘
し
、
人
材
会
社
の
役
割
も
十
分
に
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
（
七
四
条
）。
ま
た
上

場
会
社
は
経
営
陣
と
の
間
で
任
用
契
約
を
結
び
、
両
方
の
責
任
と
義
務
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
五
条
）。
ま
た
、
経

営
陣
の
任
免
は
、
法
的
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
か
つ
社
会
一
般
に
公
告
す
る
必
要
が
あ
る
（
七
六
条
）。
こ
こ
で
は
、
経
営
陣
の

任
用
の
透
明
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
経
営
陣
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
お
よ
び
牽
制
メ
カ
ニ
ズ
ム

上
場
会
社
は
、
人
材
の
留
保
や
経
営
陣
の
安
定
を
図
る
た
め
、
経
営
陣
の
報
酬
が
企
業
業
績
と
連
動
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
（
七
七
条
）。
経
営
陣
の
業
績
評
価
は
、
そ
の
報
酬
お
よ
び
そ
の
他
の
奨
励
の
決
定
の
根
拠
に
な
る

（
七
八
条
）
が
、
そ
の
報
酬
案
は
取
締
役
会
の
許
可
を
経
て
、
株
主
総
会
に
説
明
し
開
示
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
七
九
条
）。
但

し
、
経
営
陣
が
法
律
や
法
規
お
よ
び
会
社
定
款
に
違
反
し
、
会
社
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
取
締
役
会
は
そ
の
法
的
責
任
を
追

求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
〇
条
）。

４
　
利
害
関
係
者

株
主
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
以
外
の
利
害
関
係
者
は
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、

「
原
則
」
で
は
、
上
場
会
社
は
、
銀
行
お
よ
び
そ
の
他
の
債
権
者
、
従
業
員
、
消
費
者
、
取
引
先
お
よ
び
地
域
社
会
な
ど
の
利
害
関

係
者
の
利
益
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
八
一
条
）。
ま
た
、
そ
の
利
害
関
係
者
の
権
利
や
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
は
、
損
害
賠
償
の
機
会
や
ル
ー
ト
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
八
三
条
）。
そ
の
他
に
、
上
場
会
社
の
銀
行
お
よ
び
債
権
者
へ

の
情
報
提
供
（
八
四
条
）、
従
業
員
と
の
意
思
疎
通
お
よ
び
会
社
の
経
営
・
財
務
・
従
業
員
利
益
に
関
す
る
意
見
交
換
（
八
五
条
）、
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地
域
社
会
、
環
境
保
護
お
よ
び
公
益
事
業
な
ど
の
問
題
（
八
六
条
）
に
関
す
る
規
定
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る

の
は
、
上
場
会
社
が
株
主
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
以
外
の
利
害
関
係
者
と
の
関
係
を
重
視
し
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
必
要
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

５
　
情
報
開
示
と
透
明
度

（
１
）
上
場
会
社
の
継
続
的
な
情
報
開
示

近
年
、
鄭
百
文
や
銀
広
夏
な
ど
の
上
場
会
社
で
は
相
次
い
で
粉
飾
決
算
が
発
覚
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
銀
広

夏
は
「
中
国
の
エ
ン
ロ
ン
」
と
さ
え
い
わ
れ
、
投
資
家
保
護
の
た
め
の
情
報
開
示
の
重
大
さ
が
こ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
（
７
）。

情
報
開
示
に
関
し
て
、「
原
則
」
で
は
、
継
続
的
な
情
報
開
示
は
上
場
会
社
の
責
任
で
あ
り
、
上
場
会
社
が
法
規
お
よ
び
会
社
定

款
に
基
づ
い
て
確
実
、
正
確
、
完
全
な
情
報
を
適
時
に
開
示
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
（
八
七
条
）。
ま
た
、
上
場
会
社
は
、
す
べ
て

の
株
主
に
平
等
に
情
報
を
獲
得
さ
せ
る
機
会
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
八
八
条
）。
さ
ら
に
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
開
示

が
必
要
で
、
ま
た
経
済
的
か
つ
便
利
な
方
法
（
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
（
八
九
条
）。

具
体
的
な
情
報
開
示
の
事
項
は
、
取
締
役
会
の
秘
書
が
担
当
し
、
そ
の
責
任
を
負
う
。
い
か
な
る
組
織
や
個
人
も
秘
書
の
業
務
執
行

を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
（
九
〇
条
）。

（
２
）
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
情
報
開
示

企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
情
報
開
示
に
は
、
以
下
の
内
容
が
含
ま
れ
る
（
九
一
条
）。
す
な
わ
ち
、（
一
）
取
締
役
会
お
よ
び
監

査
役
会
の
人
員
と
構
成
、（
二
）
取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
の
業
務
執
行
お
よ
び
そ
の
評
価
、（
三
）
社
外
取
締
役
の
業
務
執
行
お
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よ
び
そ
の
評
価
（
取
締
役
会
へ
の
出
席
状
況
、
独
自
な
意
見
の
発
表
状
況
お
よ
び
関
連
取
引
、
取
締
役
・
上
級
管
理
者
の
任
免
な
ど

に
関
す
る
意
見
）、（
四
）
各
専
門
委
員
会
の
構
成
お
よ
び
そ
の
業
務
執
行
の
状
況
、（
五
）
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
際
の
状
況
、
お
よ

び
本
「
原
則
」
と
の
差
異
、
ま
た
は
そ
の
差
異
の
発
生
原
因
、（
六
）
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
善
す
る
た
め
の
具
体
的
な
計
画
お
よ

び
措
置
、
で
あ
る
。

（
３
）
株
主
の
権
利
と
利
益
に
関
す
る
情
報
開
示

株
主
の
権
利
と
利
益
に
関
す
る
情
報
開
示
は
、
ま
ず
大
株
主
の
詳
細
な
資
料
を
適
時
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
二
条
）。

ま
た
、
上
場
会
社
は
、
株
式
変
動
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
を
開
示
す
る
と
同
時
に
、
株
式
変
動
を
起
こ
し
う
る
そ
の
他
の
重
大
な

事
項
も
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
（
九
三
条
）。
さ
ら
に
、
支
配
株
主
が
そ
の
株
式
の
持
分
の
増
減
、
ま
た
は
株
式
を
担
保
物
と
し
て

の
質
入
れ
、
お
よ
び
上
場
会
社
の
支
配
権
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
、
上
場
会
社
お
よ
び
そ
の
支
配
株
主
は
、
す
べ
て
の
株
主
に
対
し

て
適
時
か
つ
正
確
に
関
連
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
四
条
）。

６
　
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
二
回
に
わ
た
っ
て
「
原
則
」
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
移
行
経
済
に
お
け
る
国
有
企
業
改
革
お
よ
び
企
業
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
変
革
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
点
も
露
呈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、「
原
則
」
は
、
株
式
会

社
の
「
新
三
会
」（
株
主
総
会
、
取
締
役
会
、
監
査
役
会
）
の
機
能
を
強
調
し
、
中
小
株
主
保
護
や
、
役
員
の
損
害
賠
償
責
任
、
上

場
会
社
の
独
立
性
、
社
外
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
会
の
専
門
委
員
会
な
ど
を
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
原
則
」
は
、
少

な
く
と
も
「
会
社
法
」
の
不
備
を
補
い
、
西
側
先
進
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
を
導
入
し
、
法
律
並
み
の
強
制
力
で
施
行
さ
れ
、
今
後
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の
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

注（
１
）

中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
「
関
於
在
上
市
公
司
建
立
独
立
董
事
制
度
的
指
導
意
見
」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
一
年
八
月
二
二
日
。

（
２
）

二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
の
上
場
企
業
数
は
一
、
一
二
四
社
、
取
締
役
数
は
一
〇
、
三
一
五
人
で
あ
る
。
楊
哲
宇
「
独
立
董
事：

顫
悠
悠
的
希

望
」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
一
年
六
月
一
六
日
。

（
３
）

周
軍
・
朱
茵
「
独
立
董
事
都
是
誰
」、「
走
近
独
立
董
事
」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
二
年
一
月
九
日
。

（
４
）

羅
培
新
、
毛
玲
玲
「
論
独
立
董
事
制
度
」『
証
券
市
場
導
報
』
二
〇
〇
一
年
二
月
号
を
参
照
。

（
５
）

上
海
上
市
公
司
董
事
会
秘
書
協
会
・
国
泰
君
安
証
券
研
究
所
「
董
事
会
専
門
委
員
会
実
施
細
則
」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
二
年
三
月
一

日
。

（
６
）

拙
稿
「
企
業
調
査
か
ら
み
た
中
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
上
）『
証
券
経
済
研
究
』、
第
三
五
号
を
参
照
。

（
７
）

『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
一
年
九
月
六
日
、『
人
民
日
報
（
海
外
版
）』
二
〇
〇
二
年
八
月
一
〇
日
を
参
照
。

参
考
文
献

（
１
）

「
上
市
公
司
治
理
準
則
」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
二
年
一
月
一
〇
日
。

（
２
）

「
中
国
上
市
公
司
治
理
準
則
（
修
訂
稿
）」『
中
国
証
券
報
』
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
。

（
３
）

「
上
海
証
券
取
引
所
上
市
公
司
治
理
指
引
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）」
屠
光
紹
・
朱
従
玖
編
『
公
司
治
理
―
国
際
経
験
与
中
国
実
践
―
』
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（21）



（
４
）

周
剣
龍
「
中
国
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
動
向
」（
上
）（
下
）『
国
際
商
事
法
務
』
二
〇
〇
二
年
五
月
号
、
六
月
号
。

（
５
）

O
E

C
D

Principles
ofC

orporate
G

overnance,M
ay

1999,http://w
w

w
.oecd.org/

（
６
）

日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
改
定
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
」
（
二
〇
〇
一．

三
）
、

http://w
w

w
.jcgf.org/jp/

（
お
う
　
と
う
め
い
・
主
任
研
究
員
）

（22）


